
『⼤阪南部地図（最近實測 番地⼊）』 
⼤正 15 年 後藤七郎右衛⾨（製図制作者） ⼤阪地理調査所（著作者） 南北堂（発⾏） 
40 ㎝×55 ㎝ 関⻄⼤学図書館蔵 
 
 東は河堀⼝駅から⻄は津守駅まで、北は天王寺駅から南は塚⻄停留所と姫松停留所あた
りまでを範囲とする。現在の東住吉区の⼀部、阿倍野区の⼀部、⻄成区の⼀部の主要番地を
⼊れ、住宅地域に⾊彩を施した地図である。附図として「津守町北部」が印刷されている。 
 ⼤正 2 年頃の地図では、天王寺駅から南側は何も描かれておらず、⽥畑が広がっていた
のであろうが、わずか 10 年ほどで「⼤阪市内』としての整備を完成したことがよくわかる。
この地図の発⾏が⼤正 15 年 4 ⽉、ちょうど 1 年前の 4 ⽉に第⼆次市域拡張があり、このあ
たり旧天王寺村は⼤阪市に編⼊された。この市域拡張で、⼤阪市は⽇本⼀の⼤都市となり、
「⼤⼤阪」、「グレート⼤阪」と称した。地図の区域は、住吉区の⻄側と⻄成区の東側という
ことになる。 
 ⼆つの阪堺線に挟まれたエリアは上町台地上にあり、かなり⼊りくんだ道が複雑に⾛っ
ているが、東側の現阪南町あたりは理路整然と区画されていることが、はっきりとわかる。
聖天⼭が記されているので、現在のこのあたりとまったく異なる区画であったことも、よく
わかる地図だ。 
 この聖天⼭の南側が、「天下茶屋遊園（地）」または「聖天⼭遊園（地）」である。⼤正 3
年 9 ⽉から 1 年間、宮武外⾻が新築の邸宅で⽣活をした。当時の『奇』第 5 号には、「南海
電⾞の天下茶屋駅を下りて東へ真直ぐに歩くと聖天⼭に上ります、其の境内から南へ抜て
突当るた⼭の右⽅にある家です。⼜、住吉街道湯屋の⾓「柳原筋」を東へ突当つた⼭の中腹
に⾒える三階家。⼜、聖天坂の下から北へ来られてもよろし。地番を尋ねては⼀⽇掛つても
分かりませんよ。」と案内がある。住所は「⼤阪府東成郡天王寺村⼤字天王寺⼀三九三（す
なわち天下茶屋聖天⼭南）」としている。1393 番地は、この地図に記載されている。 
 外⾻の聖天⼭南邸の写真が残っており、その写真を⾒た⼭⼝志郎さん（元関⻄テレビ社員）
から、⼦供時代をこの近所で過ごし、写真の家に⾒覚えがある、1393 番地の位置も記憶に
ある、とお話をうかがうことができた。この地図がきっかけで、謎に包まれている遊園（地）
の姿の⼀部が現れてきた。1393 番地は、現在は松⾍通南側、マンション「ジョイアコルテ」
C 棟あたりのようだ。外⾻邸の⻄側は桜並⽊があったというが、鯨池もすべて開発されて、
⼭も削られて開発が進んだ。この地図は、当時を知る貴重な資料である。 

⼤正 10 年に開学した旧制⼤阪⾼等学校も記されている。⼤正 15 年には、秋⽥實が在学
している。先に卒業した藤沢桓夫らと歩いた岸⾥駅までの道順も、この地図でよくわかる。 
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